
（別紙４）

～ ２０２５年３　月７　日

（対象者数） 10名 （回答者数） 9名

～ ２０２５年３　月７　日

（対象者数） ８名 （回答者数） ７名

～ ２０２５年　３月　７日

（対象数） ９名 （回答数） ９名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

学校でのよい取り組みをやデイサービスにて支援につなぎ、

デイサービスや家庭での本児の強みを学校へ情報提供し

連続的支援を強化していく

2

訪問事業の更なる需要に応えるためのマンパワー増員

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

訪問支援員の処遇改善

2

3

○事業所名 アドベンチスト福祉会　ベーテルの夢Ⅱ(保育所等訪問）

○保護者評価実施期間 ２０２５年２　月　３日

○保護者評価有効回答数

２０２５年２　月１７　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 ２０２５年　４月１８　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 ２０２５年２　月　１７日

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者からの需要があるが、支援待ち状態である 訪問支援員のマンパワー不足

・保護者からの信頼してくださっていることで、情報共有が

　円滑に行われることで、保護者の安心を提供し、

　児童環境の改善につなぐことができる

デイサービスでの児童の様子や・家庭の様子（親の代弁等）

を学校へ伝えて、円滑な疎通ができるように両者の架け橋

としての役割を意識している

・保育所等訪問事業以前より学校との連携が密であった

　ため、学校とのスムーズな連携ができることで、

　児童の支援を連続的に行うことができる

学校での様子や学校の先生方の思いなどを丁寧に保護者に

伝えて、保護者が学校へ信頼を寄せて安心して児童の

成長を育むことができるように支援している

事業所における自己評価総括表公表


